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含
ま
れ
る
。
幼
稚
園
で
は
給
食
は

な
い
が
、
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
で

は
希
望
者
に
給
食
を
月
４
，
５
０

０
円
で
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

保
育
所
で
は
絵
本
代
の
雑
費
が
月

４
０
０
円
程
度
、
幼
稚
園
で
は
絵

本
代
、
教
材
費
が
月
千
円
程
度
か

か
る
。
保
育
所
は
、
保
育
料
に
教

材
費
を
含
む
点
で
幼
稚
園
と
異
な

る
。

　

総
費
用
は
、
保
育
所
２
万
３
，

２
０
０
円
、
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園

１
万
６
，
０
５
０
円
、
単
独
園
１

万
３
，
６
５
０
円
と
な
り
、
こ
の

金
額
か
ら
減
免
等
を
行
う
。
最
終

的
に
は
、
保
育
料
と
保
育
時
間
か

ら
算
出
し
た
１
時
間
当
た
り
の
保

育
料
は
、
保
育
所
２
，
９
０
０
円

か
ら
２
，
１
０
９
円
、
こ
ど
も
園

の
幼
稚
園
２
，
１
８
８
円
、
単
独

園
１
，
８
６
１
円
と
な
り
、
保
育

時
間
と
保
育
料
に
含
ま
れ
る
費
用

を
考
慮
す
れ
ば
格
差
は
そ
れ
ほ
ど

な
い
と
分
か
る
。

平
成
27
年
度
か
ら
新
制
度
の

施
設
型
給
付
に
移
行
し
た
場
合
の

保
育
料
は
。

新
制
度
に
お
け
る
保
育
料
は
、

市
町
村
民
税
に
基
づ
き
算
出
さ
れ

る
。
幼
稚
園
は
「
現
行
の
負
担
水

準
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
保
育

認
定
を
受
け
た
子
ど
も
の
利
用
者

負
担
と
の
整
合
性
を
考
慮
」
し
、

保
育
所
は
「
現
行
の
保
育
制
度
の

利
用
負
担
を
基
本
」
と
し
な
が
ら
、

幼
稚
園
の
形
を
引
き
継
ぐ
「
教
育

標
準
時
間
設
定
を
受
け
た
子
ど
も

と
の
整
合
性
を
考
慮
」
す
る
と
さ

れ
る
。
現
時
点
の
仮
単
価
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
を
考
慮
し
た
保
育

料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在

は
保
育
所
の
み
公
・
私
立
の
基
本

保
育
料
が
同
じ
だ
が
、
新
制
度
で

は
幼
稚
園
も
公
・
私
立
の
基
本
保

育
料
が
同
じ
に
な
る
。
た
だ
し
、

私
立
幼
稚
園
は
新
制
度
へ
の
移
行

が
選
択
可
能
で
あ
り
、
移
行
し
な

い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
独
自
の

保
育
料
に
な
る
。
新
制
度
移
行
後

も
、
保
育
料
の
整
合
性
を
図
る
よ

う
検
討
し
た
い
。

今
後
、
保
育
所
の
割
高
感
を

是
正
す
る
見
通
し
は
あ
る
か
。

新
制
度
で
は
、
現
行
の
保
育

利
用
者
負
担
水
準
を
も
と
に
、
平

成
27
年
度
予
算
編
成
で
国
が
定
め

る
水
準
を
限
度
と
し
て
、
市
が
保

育
料
を
定
め
る
と
さ
れ
る
。
現
時

点
で
は
、
保
育
時
間
に
よ
り
負
担

額
に
差
を
設
け
て
い
く
こ
と
に
な

る
た
め
、
保
育
時
間
4
時
間
程
度

か
ら
8
時
間
ま
で
の
保
育
短
時
間

認
定
の
保
育
料
と
、
幼
稚
園
の
保

育
料
と
の
間
で
整
合
性
の
検
討
が

必
要
と
な
る
。
国
の
予
算
編
成
状

況
や
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
協

議
等
を
踏
ま
え
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

本
市
中
学
生
女
子

拉

致

誘

拐

市
民
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
の
、
市
の
取
り
組
み
は
。

平
成
9
年
に
「
橿
原
市
安
全

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
条
例
」
を
施
行
し
、
市
民
、
事

業
者
、
関
係
機
関
等
が
一
体
と
な

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

市
民
向
け
の
安
全
・
安
心
情
報
の

提
供
や
、
防
犯
啓
発
、
出
前
講
座

等
の
防
犯
教
育
、
学
童
の
登
下
校

見
守
り
活
動
等
を
行
う
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
結
成
へ
の
助
成
事

業
や
、
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
育
成
・
活
性
化
の
た
め
の

啓
発
等
を
実
施
し
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
で
不
審
者
情
報
を
配
信
し
、

児
童
や
保
護
者
、
関
係
者
へ
の
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
自
治
会

の
防
犯
灯
設
置
時
の
補
助
金
交
付

等
、
生
活
環
境
整
備
で
の
ハ
ー
ド

面
対
策
も
重
要
だ
が
、
防
犯
を
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
犯
罪

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
ソ
フ
ト
面
対
策
も
重
要
で

あ
る
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
市
民
に
対
す
る
防
犯
活
動

の
普
及
・
啓
発
・
支
援
、
官
民
一

体
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

本
市
中
学
生
女
子
拉
致
誘
拐

に
つ
い
て
、
市
の
対
応
は
。

昭
和
56
年
当
時
、
本
市
内
の

中
学
2
年
生
の
女
子
生
徒
が
行
方

不
明
と
な
り
、
平
成
24
年
に
は
拉

致
の
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
事

案
と
し
て
、
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
た
。
市
も
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら

情
報
提
供
を
呼
び
か
け
た
い
。

人
権
問
題
に
も
か
か
わ
る
が
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
対
す

る
市
の
取
り
組
み
は
。

毎
年
7
月
の
「
差
別
を
な
く

す
強
調
月
間
」
の
1
カ
月
間
と
、

12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
の
人
権

週
間
期
間
中
に
万
葉
ホ
ー
ル
多
目

的
ロ
ビ
ー
に
て
、
人
権
啓
発
パ
ネ

ル
展
と
拉
致
被
害
者
の
パ
ネ
ル
展

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後

は
、
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

中
に
お
い
て
も
、
パ
ネ
ル
展
の
期

間
延
長
を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、

市
の
施
設
内
で
拉
致
問
題
、
人
権

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
冊
子
の

配
布
等
も
行
っ
て
い
る
。
内
閣
府

作
成
の
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
め
ぐ
み
」

を
活
用
し
た
市
民
講
座
や
、
市
広

報
誌
内
で
の
拉
致
問
題
記
事
の
掲

載
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
の
関

係
機
関
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
等
に

取
り
組
み
た
い
。
拉
致
問
題
は
人

命
に
か
か
る
重
大
な
人
権
問
題
で

あ
る
と
周
知
し
、
警
察
と
連
携
を

図
り
、
可
能
な
限
り
の
啓
発
活
動

に
努
め
る
。

教
育
に
お
け
る
拉
致
問
題
の

取
り
扱
い
方
は
。

教
育
を
通
し
て
、
犯
罪
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
る
。
市
内
の
数
多

く
の
小
中
学
校
で
も
、
人
権
教
育

の
柱
の
1
つ
と
し
て
、
総
合
学
習

の
時
間
で
国
際
理
解
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
言
葉
や
文
化
に
触

れ
る
な
ど
、
他
文
化
共
生
の
視
点

で
、
学
年
に
応
じ
て
環
境
破
壊
と

資
源
の
問
題
や
戦
争
と
軍
縮
の
テ

ー
マ
等
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
学
習

も
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の

こども園
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